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　イラーン古代史研究において，ペルシア帝園の廷1現として我々はMedia帝圏の名称

をまず知るのであるが，ハカーtマニシュHa痴ma1職iき（Achaemenes）三獲朝のクーールシュ

　　　KitruS（Cyrus）大帝蜘き歪∫の知識には概して神話的伝説の要素が多分に伏在している。云

うまでもなくKラーン文化の淵源についての近年行われて来た考古学的調査の懇1果は，

これらの問題をも含めて漸次解明されつつあることは奮ばしい。潤して，イラーンにお

けるペルシア下男史の系譜においてはイラーン人の手で設立した三王朝，すなわち，ハ

　　　　　　　　　　　　　ソカーマニシュ，アルシャクArsak（Arsakcs），　サーサーンS鵠蕊11（Sasan）の名を連ら

ね，その間Alexan（lros大？貯の膏園崩壊後のSeleukos王朝のシリア留岡の支配を見

るが，その領土はいわばScleukos　1批の云うド槍にて捷ち得た領土」（δ・ρ～κτητα）に過

ぎなかった。このうちハカーーマニシュとサーーサーーン爾王朝ともにパールスPiLrs（Pcrsis）

を本拠としているのに対し，アルシャク王朝のみが東北イラ泌ンを故地としていること

は，この王朝による建替の性格があらゆる面において前二者と異っていることを予示し

ている。

　ところで6ラーン人のJfll脈韓重の理念は，”fスラーーム隣代になっても，教祖マホメット

の葡蕨であるアリーを始祖とするシーア派を信奉していることからも知られるが，政治

的な王朝交撚についても以上の理念の生きているのが見受けられる。クールシュ大帝の

出生についての諸伝説のうち彼をMedia煎王朝最後の王アステゥアゲーース（As七yagδs）

の娘マンダネーt（irVEandanE）の子とする説，アルシャク王鶉の諸王がハカーーマニシュ王

朝アルタクシャシャーAr七az甑鱗（Artaxcrxcs）2批の後蕎と自称していること，また

サー一　｛±　一一ン三鋸勇の留厩繍鵬者アルタクシェールArtax首er（Ardasir）は前王朝のアルタ

バーンAr毛aban（Artabanos）王の娘（または従．妹）あるいはアルタバーンの子の姪を嬰

つたという伝説などがあるが，MakedoniaのPhilipposの子Alexandrosにも特珊

な取扱いを見せて，ハカーマニシュ王覇のJkt脈相続者として解釈しているのである。す

　　　　　なわち，S義h蝋mahによればカイ王朝（1〈E　yt’”Llli）のBahinanと妃Humayとの：子
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　パルティア帝鷹の性心

D億訪（Darius　2撮）が父王に譲位を受けたので（この方法でカイ王朝なるものをバカーマ

ニシュ王朝と結びつける手願はパフラヴィー講雷一般に見られるところである），兄弟のサーサ

ーンはこれを：不服として山中に隠棲してしまい（このサーサーンこそサーサーン三E朝の樵と

老えられている），その間，D践rabはRumを犠服しその王Failaqits（くPhilippos）の

娘N　iLh1dを得たのち目臭を1斐舳に三家に潤えしたが，それ以簡に懐妊していた子が

Iskandar，すなわちAlexan（lroSに外ならずとし，王skal／d訂は長じて実父と門門の

D霞汽bに対してイラーン統治の相続権を空下しi狗王鰯にかわってアルシャクヨ潮

（A§ka殉　を開いたことになっている。　ゾロアスター教徒にとって悪魔と見られた

Alexanclrosにもイラーンの統治者としてそのlfli脈的連関を認めようとする志向がうか

がわれるが，これは統治に関するイラーンの隔民的臼尊心の少しも殿損されないことを

示している。この大王をイラーーンの正統的野主に列せしめようとする志向は，Pahlav1

語で改作せられたアレクサンドロス諏にもこれをうかがうことができる。A・lexandros

を凶神Ahrimanの権化と見倣しているゾmアスター教俵統に対し，このことはバカー

マニシュ王朝への園民的郷愁を物語るものと云える。

　このようなf鋤派：尊重によってアルシャク三旺朝の諦王が幽からアルタクシャシャー2愚

の後商と称したり，あるいはAlex■・　ndrosをイラーンの」編派に吸収し，かれをしてア

ルシャク王朝の祖とする取扱いさえ見せながらも，このアルシャク三麟勇はペルシアの政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治的帝国の系譜外に二おかれる傾向があった◎Sahn託mahがそうであり，　Pahlavi語書

　　　　　　　　　　　　　　　ぼKarn瓦難ak　i　ArtaxSEr　l　P義pak汽nもまた岡様で，いずれもハカーマニシュ王親をサー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サーン二親と鷹結しようとしているのである。すなわち，S汽h磁mahはAlexandros

をイラーンの侑圭脈に吸収したとはいえ，かれの凹き人物をアルシャク王朝の掘とするの

であり，Kar簸makもArtab瀬5世の名は挙げるが，イラーンの正統王覇としての

アルシャク三1三朝には少しも欝及していないのである。こうしたことは13Undahi甑にも

うかがわれ，その一節ではアルシャク三｝三朝に癬及しながらも，イラーンの歴史を取扱う項

ではバカーtマニシュ王朝からサーサ・一tン王朝に鷹続している有様である。その理1：這は，

これが丁丁的に歴然たるイラーン民族のヨ：1朝でありながら国民感情的に1ま好ましからぎ

る異質盤の伏在していたことによるもので，単なる後代の忘却とのみ解すべきではな

い。勿論，それにはアルシャク王朝につづくイラーン文化の最盛期であるサーサーンヨ三朝

時代のと歴冤を強調さす文学的意図があることも否定できないが，それとともにPar七hia

蕾園の盤格が露代イラーンの他の二大帝国に比較して如何なる点にその異質性を指摘し

得るか検討する必要がある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルティア帝圏の性格

　ハカーーマニシュ王朝とサーサーン王朝とは，その園家形成において輝やかしい文化的

統一をなし遂げたのに対し，アルシャク王朝の国家内にはかかる統一の欠如していたこ

とをまず認めねばならない。Parthia帝国の出現当初1こはいわばイラー一・ン人とスキゥタ

”f人との民族混成が主体となったが，これら中央アジアから連続して打寄せる民族移住

の波は事実上文化的統一の起こり難い有力な原因の一・つであった。Parth量a帝国を生ん

だ民族はこれらの流民の比較的後代の一群であり，ギリシア史家の延うDahai族の後

脚でその一種族であるPamoi（又はAp乏、mQi）であったと云う。クールシュ大齋の東

方遠征の際臼からの生命を断ったのはこのDahai族との戦中であった。肇3．　C．7調理

頃，AssyriaのAsarhaddo貸王に知られたPartukka，　Partakkaの名称や古代ペル

シア碑交に記されているPa，rthavaの語は，このイラPtン策北方を濡す地方名であり，

Gt　ugamelfttの戦闘に参ljΣ1したPartlxyaiotにしても実はこの嬉方出身の戦士の総称で

あって，アルシャク王朝人民を解すParthia人とは蓄’語的には近似性はあってもその

関係はきわめて緩味である。Parthia齋国とバカーマニシュ帝綴との醐には文化的に何

らの連絡も存在しないと云ってよい。Pamoi族が北方のsteppe地力辱から東北イラ内陣

ンに移住して来たのはB．C．3世紀前半の頃である。この民族はその地方に入って始め

てヘレニズム文化の洗礼を受けたが，彼らの田家を形成する社会的基調は二L：塊所有であ

って，これがPau－thia膏圏の封建討1暖を決定すべき主要な1懸子となった。ハカーマニ

シュ三駁勇の帝国の文化がcosmopolitaniSmであるのに比して甚しく民族的であるのも

かかる源磁があるからで，この点ハカーマニシュ王朝以前のMcdia留麟の文化的2！曇調

に近似しており，かかる意味では純粋な　IraniSln　の保持者であったとも云うことが

出来る。

　ビーストゥーンlllistitR（王3chis七翫n）のダーレヨーシュD澄ayava磁（Darius）1損：碑文

はPar伽vaがすでにクr一一・］Yシュ大平によって占領せられNaq§iRusta，niの碑文は

この王の死の当蒔の細則領土の一部になっていたことを轍じているがンPartlza　vaの

satraPはゴルがPtンGurg翫n（Hyrcania）をも兼摂していたと兇られる節が多い。　こ

の地方的な政治態勢はハカーマニシュ王覇滅亡後も残存して屠り，かの定住化した

Pamoiに対しdiadoch圭の一人目あるSeleukosのシリア帝闘の政治的滲透が及んだ

のはB．C．250年頃であった。　Parnoiがこの地方を恒久i／l勺に占有することに成功した

のは精神的にはBactriaのDiodo七〇sの独立に刺戟されたものと考えられる一方，

Selcukos王朝が第三次シリア戦争に專念していた闘隙に乗じたものであった。故に

1）arthia帝鴎の独立はti二着民が自覚的にヘレニズムに対抗して民族羅隊を建設したと
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　パルティア管網の盤格

云うような明瞭な意味を蔵したわけではなく，云わば半遊牧民の生存権確立に始まった

と見て差支えない。Alexandrosの死後から，　Par七hia密国の劇立に到るまでの期閥に

おいても，この粟北イラーーンの入民たちの活動は歴史の上に敬見せられ，貨幣の鋳造や

交字の使用などを行なったが，すべてギリシア文化の亜流であって，そこには人穂的乃

至民族丁目主性は兇受けられない。またStrabonがこの麟｛土の野．盗と遊牧民とに充ち

土地の荒廃を伝えていることから推しても，Seleukos王朝のこの地方への政治的関心

は少なく，統治実績の発展を認めるわけには行かない。云わば完全にして恒久的な統治

ではなく，土着民南身の封建的君主乃至￥遊牧的人民からなる有機約な社会であり，従

ってかかる民族的無自覚性はギリシア：文化に対抗するだけの精神的基盤を構成し得ごぶか

った。かくの如く，Parthiaは少くともその初期の段階においては歴史的な三三を阿ら

経験せず人闘的に少しも悪擦れしていない素朴さがあった。しかし，臼からの文化力を

有しない幼稚な民族が次第に権勢を得た場合，麟三三絡の整緩liに必要な政治・経済・技

術・文化の諸点に関し当然他の力を溝入しこれに依拠するに到るべきことは礁むを得な

い所であるが，Parthia三国の場合においてもその軌を一にするものであった。すな

わち，照家と社会組織はイラーン文侶から多くの影響を受け，周暗にギリシア文化をも

受容して圏家態勢を形成したわけである。

　Parthia帝国独立の最初の指導者アルシャクはBactria入とも云われ，　At］rek河の

上流AsaakすなわちAr蚤akで王位に即き中幅1で云う安息王朝の基礎を調いたが，そ

の首都の所在については諸説あって確定することが出来ない。アルシャクの弟ティール

ダーートTird滋（Tiridates）はApaortenon由の麓にDaraの新竃を闘いて…旧都とした

らしく，またアルシャクの最初の都はC■・　Spi海沿岸のZadτakartaとする説もある。

今日のDam8凪Rに近く首都Heka七〇mpylosの設立を晃たのはその後のことである。

先にも述べたよう1こ王朝はかのアルタクシャシャー2慢の後蕎と肉称してイラーーン的

legitimacy　を誇りペルシア風な政治を企図したが，ミスラダートMiOradぷ（Mi℃hr我一

datcs）2世の時に到ってハカ・・一一マニシュ王鰯以来のペルシア皇帝の称弩である「王1＝il・1の

王」（X訟y・θiy・x甑y・θiy乱・舳，βα・・入ε・gβα・・入ε・v，　B1瓢・の碑文ではΣATPAI隣TSiN

ΣATPArlΩN）を三三し始めた。しかし，これが一見ペルシア皇帝の権威を示すものであ

っても，アルシャクヨ三朔においては専ら　Parthia　人以外の社会人民を威圧慰撫する

手段として有効であった。王朝はその社会構造が土地所有者である貴族とそれを耕作す

る農奴的な土民とから成る古代ペルシア帝国に似ていたことから，圏家存立の：支柱とし

てハカーマニシュ王糊の理念を採用することにした。かくて窩延制度の制定，王の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルティア帝圏の性格

δα1μωンに対する尊敬とともに三Eを神に準ずる超人的人澗と見る考え方など一応確立き

れるに到ったが，霧代ペルシア艦主制の本質よりもその形式が専ら準評せられた。それ

は貴族乃至戦士階級の事々を強化するのにきわめて好都合であったからである。Par－

thiaの王制確立は，王朝の子孫が国力の膨脹に伴い権力を輿二1：i化するために，ますます

要請せられたが，同H誉に貴族たちの勢力も並行して増大を見た。例えば，サーサ短日ン王

Il夢」時代において留ヨ三の謝次画題族長とも見られるKarin，　SOrδn，　Aspahba6疏の各家は

ともに　「P乏しhlav」　の設を持ってアルシャク灘三朝の血を引き，　また　Spandiyi・Lclh　と

IVIihrikii両家も岡黛三朝の寓と考えられサーサーン王朝の有力な家系として存続していた

が，これらめ家系はすでにPar七hia船脚1寺代から王に対する特権の亨受者として漸漸

的にも認められ，王とは細述を媒介として相姦らなる封建制下の臼治を与えられてい

た。

　ギリシア文化の有力な旗手であったSeleukos王朝のシリア膏圃は，その園土の大部

分をアジアに持っていたため，Parthia帯蟹出現以簡にはすでに半アジア的乃至半イ

ラーン的な聖訓に変質していたものの，この王朝の持つギリシア的要素はPar七hia帝

困の文化的後進姓の上に大きな足跡を遺すものとなった。ペルシア的理愈の上にギリシ

ア的風尚が重加された。頑丈の櫨要入物はMakedonia風に〆λo‘（友）の名称を使い，

鋳貨には6π‘ψα助。（神徳）と0εo語τωρ（神子）の王の尊称を用いた。窟廷では　ψ盆oc

（友），σoγγεソ坂（親戚）の称轡が用いられ，ヘレニズム愛好は少くともPar士hia帝麟の

：支配階級に一般化していた。philhellenos（親好ギリシア）の語はB．　C．140奪頃のミス

ラダート1世の｝1寺に現われているが，この王が『勢力を西方に伸張してMesopotamiaの

Seleukos王朝の支配地を制涯し，云わばギリシア系園家と敵対関係にあったにもかか

わらず，このphilhejlenOSの語の使用は，政治的争闘とは胴にギリシア文化に対する

Parthia人の異常な態慶を率直に表明したものと兇るべきある。Euripidesの劇ドBac－

chai」がアルメニア王Artavazdの憲廷においてParthia王ワロ一問ドWar6d（Orodes）

2世の簡で演ぜられたのも，それが少くとも恩命人に観賞理解せられていたことを前提

としてrYJえるならば，　Parthia帝権のギリシア文化に対する風尚と受容の実際をある程

度物語るものと考えられる。

　Parthia膏圏の歴史の形成が資料的に非常1こ限られているなかから，醐時代の貨幣

の研究がその重要な課題の一つであることは人の知るところである。ミスラダート三挺

時代のtetraclrachma貨とdrachma貨の貨幣の裏薗には，　Zeus，　Nike，　De磁6t6r，

驚raklεsのギリシア系の神や女神の姿が見られ，また王自身の像もSeleukQS薫il勇風の
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Zeusの表現を持っている。　フラダートFradixt（Phraates）2世の発行した貨幣：も

Seleukos王朝Demetrios　1世と2世とのものに模している。西紀1世紀頃のものに

なるとその君主の像はA”ルシア風の縮髪の姿であるが，その裏面にはやはりギリシア風

の勝利の椰子の葉を差出すNik邑の像をよく見かける。　philhellenosの称号はとくに

ワn一ド1世時代には常時繰返された。Parthia膏圏の貨幣制度はまったく　Seleukos

三E朝のをそのまま踏襲し模倣したもので，これはParthiaがRomaと対抗するよう

になっても長く存続した。　ただ注意すべきは，philhellenosの語は普通のdrachma

貨の上には使踊せられず，これに反してペルシア風のfβαoeλεvgβCUσtλεdiy」（王巾の王）

の称号は，tetraclrachmtし貨の上には用いられないのが原期であった。これらの記銘が

爾貨に無差別に’使／：｝／せられたのはワロード2世の頃に到ってである。　これはむetra－

drachma貨が元来は臨1際通貨として，またdrachmia貨が国内流通用の貨幣目的を持

っていたものと考えられているからである。更事大宛ほの潮解園の条の「銭如其電電。

懇死蝋更銭，敷至終焉。」の記禦から推知せられる貨幣上の王の頭の像は，Orient風な

ギリシア型とも云わるべきものである。貨幣の記銘もB．C．1働紀の終り頃になると文

字の綴りや形の上に大きな退化の痕が現われてくるが，これはヘレニズム世界の西アジ

ア祉会への団平と定着とを象徴するものと云えよう。

　ワu　一一ド2世が欝欝をHekaもornpylosからMesopotamiaのテーシフォーン丁琶sF

fδil（Ktesipho1｝）1こ移したことは，帝国をして名実ともに今やギリシア側に一帯緊密な

らしめることになった。しかし，この酋都造営にあたってParthia入は，かつてシリ

ア帝随iが首都をAntiocheia　eこ定めた以醜の首都であったTigris弓懸のSeleukeia

が隣接の13abylon研鉦民をここに強制移住させて都市の人力を提供せしめたようなこ

とはせず，Seleukeiaの現状に薩接触れることなしに新規な都南建設を遂行した。この

一事は，Par撫ia憎国の為政者の領内におけるギリシア系都帯に対する態度を表明す

るとともに，やはりギリシア文化の：嬢璽を国是とする考えが答えとなっていたことを労

すものである。ただ1ミC．210年の北部イラーンのSirunkaのギリシア門守殺響町があ

るが，これはアルシャク3世がA頭iochQS　3匿に敗れた特殊の場合のことであって，こ

の行為は本来のIParthia的のものではなく，むしろ例外に属する。　Parthia帝擁の

薙esopotamia占拠によって，西方と東方諸地域，すなわちインドや中贋に通ずる一切

の交通路を支配する結果となり，ヘレニズム世界と地中海世界との経済圏に磁接介入

し，エジプトとは陸路つづきに交易し得る段階に立到った。それにしてもかつてのシリ

ア膏麟がヘレニズムli国家であったように自からそれに変化し順応したわけではなく，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルティア帝麟の性格

Par撫ia帝露［は擁く質的には依然として大陸的であり全体としては封建的な土地所有を主

調とする平家であったことには変りがない。ただ当時ようやく近東の海辺都市の様態か

ら変化しつつあったギリシア系都帯と政治的な闘係を持ちそれらに対する新たな政策を

経験することによって，ここに1’ax’thia？1継Bまかってのイラーン辺境の一民族園家か

ら園際的与格を｝｝、有するに到ったわけである。Seleul〈eiaとKtesiphonとの関係にも

発られるように，ギリシア語が一般語として通用する照照的商業路線上のこの大都甫の

外鯛には，一般人民が領空制度の下に集団として存在する革綴があった。ただ，商業語

としてギリシア諮がギリシア系都市に広く麺用されていたのに対し，大神においてはア

ラム語がむしろその社会に滲透し，：文化痛烈を兼ねて王朝の公用語として採用せられて

いたことを忘るべきではない。P淫しr七Ma人は1譲圏の繁栄と生活方法とを他によって中断

されることを欲せず，またギリシア系都讃はqc／（VρaCgrcvg（親好アルシャク）の語からも

わかるように徒らにアルシャク王朝と禦を構えることを望まなかったという並行1｛勺意・欲

は，畢党，霞身の両鐙を確保するための聾者の協力態勢を醸成するようになった。貨幣

に児える　1）hilhellcno＄の文字が専ら閣内陶けの貨幣に印されている理由も，かかる

Par七hia園家の現実的性格の一端を署すものに外ならない。このSeleukeiaがParthiεL

領となった後も長く臼己の貨幣を発行し続けていたことも決して不思議ではない。

1’arthia膏懸がシリア帝緻滅亡後，己れの優秀な騎兵と戦略とによってROma膏懸と

争うことに成功し得たのも，一方において実lu　U’i，1内のギリシア系甫民の実力の温存と知

識の採用とが与って力があったと考えねばならない。Parthia帝困のffl’i河地方占有後に

おける行政組織の新しい確立にSeleukos王1闘以来の方法を踏襲したことは注図すべき

ことであるが，・これによって1嘱家は古代顕職のS託沈rεし玉）綱ではなくしてギリシア風

のどπαρZ∠α　（ROmaの1）rOvinciaに当る）に分｝lllせられ，都市はe’πCσrC9τ？79（行政欝）を以

て，地方はστρ6τ鰐oc（簿翰を以て行政を行わしめた。また都市相互闘の霊麗な商業路

の秩序維持にはSeleukOS三1三朝型の凌ραβ吻籾く（関税監査懲）があった。　P訂thia帝園

内のギリシア系首魁がστρ6τ‘ゼγoζ1こ対応する葭治的な共孝lj的都市として残存し臼己の

文化の護持と発展とを続けたことは，当然彼らの商業・技術乃至芸術上の特異な優越盤

と相まって地方地方の社会及び人民の経済生活の維持に必要なものとなったことは云

うまでもない。闘ii寺に，これは都市市民がParもhia王に対して何らの敵意を有せず安

んじてcosmQPoli毛an的態度の堅持に終始し得たことを示すものであった。少くとも

イラーーンと西方Mesopotamiaのギリシア系都市住民は，臼己の都市生活の秩序維持の

ために1’arthitt入の閥接的な庇護を期／寺することが出来たわけである。
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　ノぐヌレティフソ？貯1：繕0）｛潮三イ各

　これを概観するのに　ペルシア留撫！史におけるハカーマニシュ王朝，アルシャク王

朝，サーサーン王朝と続く系譜は，イラーン人の建設した帯圏の歴史としての性格を考

える時，それらは必ずしも圃質的ではない。なかでもParthia帝圏は，厳密なヰ…央集

権的i盤隊ではなく，大地主的貴族を外郭に持ち個々の社会団・体（comnatmity）を内鐵す

る多元的な関家であった。而して，この多元姓はむしろSeleukos三E朝から継承した遣

場であり，これはハカーマニシュ王朝以来のイラーン的統治理念とは程遠いものであっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。かのPahlav三語＝l！∫｝：｝（arn翫rnak　i　Artazヨer　i　Papak翫nやSahna慮ahにおいて

Parthiaの部分が排1徐され脱落しているα）はかかる意昧においてその主旨が薫欝せられ

る。しかし，この1）arthia国家の多元性と云えどもそれが全照止に均翼ミ的にあったわ

けではない。この王朝の興起した北方地方は玉と貴族たちの：支配した封建鋼の中心をな

し，パーtルスも従属的三【三撚iに過ぎなかった。　これに対して　Mesepotamaiaはギリtア

系都響の集合地帯であり，そこには多少の程度の差こそあれ臼治制が才器しわれていた，，

Parth1a砦7圏が與1ξ文明社会から興趨し武力によって誕ち得た政治力を以てヘレニズム

世界のむしろ擁護者となって臨むに到ったことは，西アジアのギリシア系都毒をして長

くその活動力と生命とを存続することを得させた。P蹴thia翻翼の支瀧｝絹においてかか

る都市の破壊とか圧平とかを見なかったことは銘記すべきことで，これは菓洋の征服王

朝にとってはむしろ異例に返い。　しかもかかる寛容性は相当程度の地方的自治を許磯

し，かつ家臣の忠節を保持するのに侮らの：支陳とならなかった。かくすることによって

止俗的な文化磁位に細分化せられた諸地域が園家と結びつく麟家構造はSeleukos蕪1潮

以来の舎理性を奮むものであるが，これがPar七hia↑1頸三1にとってやがてその蠣点を曝

らけ出す源となったことも否み得ない。Parthia人が’lranisinの良心的擁護者であっ

たか否かは，少くとも？継1の初期におしiては文献的な証拠を，見出すのに蕾しむが，帝園

の文化の本質とするものは地中海1剛毛家に見られるような都甫のCOSII／IOI）oliiCtLl’liSlllで

はない。点在的ギリシア的都市の周辺を取りまくイラーーン人民が依然としてIranismの

黙々たる護持機であったことは疑いない。この伝統の反動的比蜴は西紀3世紀のサーサ

ー・一 悼､朝によって脚光を浴びるものとなった。Parth捻帝国におけるIra掘Smを麦祷

する諸宗教についても我々は決定的知識の表明を揮かるが，Par七hia人が屍体を土中に

埋め生蟄を行なっていた記箏を寄る時，彼らがイラーン家教の配統的なマギ教徒乃至ゾ

vaアスター教徒でもなかったことが推知せられる。また，この蒔代にAn汽hi埴女神崇

拝の興隆とM娩ra教の流布とが明らかであることは，　Parthiaの人民の精神生活の

実際を研究する上の有力な視点と公わねばならない。今1ヨのイラーンにかの女神を示す
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノーli’ルティア早臥の督三格

dし毒甑rの1語を附した地各が見られることからしても，Al琢hi蟻信仰は雛1土の；相当の

範囲にわたって行われていたことが｝翻る。　K三m9託warのこの：女：神の殿堂の阻大な遣t跡

を晃ればさらに思い半ばに過ぎるものがあろう。この女神東塔が小アジアやアルメニア

地方にわたってひろく流布していたことは今やかくれもない壌実であり，しかもそれは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次のサー’yeンヨ三朝初期の｝li狛三とも密に結びついていたもので，シャーtフブフル駄h－

puhr　1世のカアバ・イエ・ゼルドシュト1くパ1）ah　i　zar（lu獣碑文に端1；19に明示されて

いる。大儀の娘にしてかつその三触己（b翫bu漁an　b融b贈｝）でもあった人物はA捻r

Anithit　Ctrw’nbytyh）と云っていたQまたアルシャク三ピ朝時代のミスラ信仰も随所

に指摘される。0εog：5peg的名称に塾腕1β識　の：紳名をつけている王名はy）．　c．！6◎年頃

まではあらわれていないにしても，その後に至ってこれを見るようになったのは当時の

M競ra信仰の隆黎羅を知る上の一つの鍵ともなる。この点で無祝出来ないものはクシャ

P一 唐ﾇ11朝の軍神崇季llミである。バクトリアの．スルク・コタルStlrkh　Kot〔し1型所でト発掘

されたいわゆるカニシカ三ILI碑文なるものはこれを余ますところなく物i語るもので，しか

もその蕾景はfi’i，1かと云えばハカーK・　：．シ．，　i，i：潮時代からセレウコス王朝時代を通じて流

れ来たったMi躍ra神器掴三の潮流である。ダーレヨーーシュ1』抵が他の王位継承予定者ら

と共に騎乗して東面した時，感応してその乗馬が最初に噺き，これによって封旦が大望

位継承者と決定したll、奪はへIUドトスの伝えるところであるが，これがiv｛ithrtLの影臨｛

に暴ついて起こったことは疑う余地がない。また上に述べたアレクサンドロス課では

Alex．　aii（／h’es大正lj；没後鍛i魏rα神として崇められ，ペルシア人はそ0）遣骸を白鷹に将

来せんことを求めたとある。今，このカニシカ正碑．文に接するとこれとほぼ翻様のこと

がうかがわれる。碑文は1薫が最高祭窟として・Tt三t／irtt神を崇める祭儀をかの禦所で執行

したことをまず謳っているが，ついで薫の没後，王とミスラがその聖子に安麗される際

の儀礼に言及し，最後には‘‘鱗i魏raの子”　（flcvρo一πovρoく准MiOr寓）ロOrεレ，　cf．天子）な

る王への種々な呼び掛1ナをつらね，その末尾を△EIOOαμωρα一μ砂。　MI⑭王えA（i．　e．

判）aiva　tlL　M10壊m乏u｝δMiOra）‘‘神よ，おおMi齢raの心を具しtこもう御身よ，懇i魏撚

よ”なる句で結んでいる。文脈から察すると幽艶されたものはヨ三の像とミスラ神のそれ

というように各異に解するよりもMi魏ra神として1神化されたカニシカ王の像と解する

方’がよいが，いずれにしてもMi齢撚神崇拝の”」｛’wa行を物語るものであることには変りが

なく，これを広く鑓ればアルシャク王朝期のイラーン及びその周辺における斯神崇拝の

流布を示唆するものである。しかもまた一方では，13a娩t琉riの山中で発露せられた閣

紀1揖紀の浮彫が示すように，1’arthia入が1窯し9硝三1三宰の祭り｛↓に参加していたことも
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　パルティア帯瀾の盤絡

疑うことができない。よってこれらを綜合すれば，パルティア膏隙こは，一練の混会主

義的落仰が行われていたことが知られ，　しかもそれはハカーーマニシュ王朝時代からの

Iranism鮒世襲貝オであった。さきに一言したように，サーサーーン朝疇代に至ってこれが

反鋤的止揚をみるのであるが，しかしその止揚は即時に成功したものではなかった。そ

の事熔はD6nkart書の諸所を見るまでもなく，周知のようにS蕊hPuhr　1世がM翫11iに

宣教の自i三｛llを許与した一易ilによるも明瞭である。そのMiiniはmag禰祭湖K：artirに

よって排撃されているのである。このように根強い混合主義的信仰に顧れば，Parthia

学存鴎の列王1キ1に散兇せられるミスラダート，アルタバーーン，ティールダート等の名称

は，彼らがその鋳貨にギリシア系の神名を印している意味とは刎に，工raTlislll臼体に

おける多面惟を率1慮に示すものと云うべきである。これはむしろ地方的姓絡を墓底とす

るものであって，やがて正統的なマズダ教の中に包摂せられる運命を持つものである

が，アルシャク王朝のかかる地方的適応はParthiεL塗i獺の一切の闘題に通用づ需る一一貫

した姓格であったQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は京都大学文学部教授・本会会長）
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